







の例で、[  ] は関係節を、下線部は関係節によって修飾される主要部名詞を表して
おり、細部の違いを除けば「これは私がきのう益子で買った湯呑みである」とい
う共通の意味を表している。
(1) This is the cup [that I bought at Mashiko yesterday].
(2) これは [ 私がきのう益子で買った ] 湯呑みです。
















先に提示した例文を改めて (4)-(6) として示し、(6) の中国語の例にはそれぞれの語
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の下に対応する英語の訳をつけると次のようになる。
(4) This is the cup [that I bought at Mashiko yesterday].
(5) これは [( 私が ) きのう益子で買った ] 湯呑みです。
(6) 这 是 [ 我  昨天  在  益子   买   的 ] 水杯。
This is  [I yesterday at Mashiko bought that] cup
上述したように、言語類型論の観点から見ると英語と中国語の基本語順は SVO 




















わち、英語では「…bought t…」、中国語では「… 买 t…」という語順が仮定される
が、日本語では「…t 買った …」という語順が仮定され、英語と中国語が主要部
先頭型（[VPV…]）であるのに対して、日本語が主要部末端型（[VP…V]）であると
いう言語類型論上の対比が見られる。換言すれば、VO と OV の対比があるという
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Smits (1989: 105) によれば、関係節化には制限的関係節化と同格的関係節化の 2
種類があり、(7) は制限的関係節の例であり、(8) は同格的関係節の例である。同
格的関係節は非制限的関係節とも呼ばれる。
(7) All drivers who hit children should be hanged.
(8) All drivers, who hit children, should be hanged.
制限的関係節では、(7) が示すように関係節の who hit children が先行詞 drivers の
指示対象を限定し、この先行詞 drivers に All が適用されて「子どもたちを車では
ねたドライバーは全員絞首刑にすべきである」という意味になる。これに対して非














詞の一種と見なされる「形の」を省略しても、「[ 憲法に違反する ] 参拝」が可能
であり、その場合の [ 憲法に違反する ] は関係節で、依然として制限と非制限の二
通りの解釈がある。
日本語の (9) に対応する、(10) のような中国語の関係節構造にも制限的な解釈と
非制限的な解釈がある。
















SVO に分類され、日本語は SOV に分類される。また表 2 が示すように、英語と中
国語は前置詞が用いられるが、日本語では後置詞が用いられる。日本語に注目す
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最後に、中国語がもつ上述のような両面性を示す別の例を Shopen, ed. (2007: 72)
第２章（Word order [Matthew S. Dryer 執筆 ]）から引用して、本稿を終えることに
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する。
(11) Zhāngsān	 bǐ	 tā	 pàng　　[ 张三  比  她（他） 胖。]
Zhangsan COMPAR 3SG fat
 M St Adj
       ‘Zhangsan is fatter than her/him’  [「張三は彼女（彼）よりも太っている」]
(11) は比較を表す標準中国語の文であり、bǐ tā（比較の符号＋比較の対象）が、
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